
　

海
外
か
ら
バ
イ
ヤ
ー
を
招

き
東
大
阪
市
内
企
業
の
海
外

販
路
開
拓
を
目
的
と
し
た
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
「
海
外

バ
イ
ヤ
ー
商
談
会
＠
東
大
阪

（
機
械
・
部
品
分
野
）」
が
ク

リ
エ
イ
シ
ョ
ン
・
コ
ア
東
大

阪
南
館
３
階
ク
リ
エ
イ
タ
ー

ズ
プ
ラ
ザ（
同
市
荒
本
北
１
）

で
開
か
れ
た
。（
写
真
）

　

こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
は
、
政
府
が
平
成
22
年
９

月
に
閣
議
決
定
し
た
「
新
成

長
戦
略
実
現
に
向
け
た
三
段

構
え
の
経
済
対
策
」
の
第
１

弾
と
し
て
「
経
済
危
機
対
応

・
地
域
経
済
活
性
化
予
備
費
」

を
活
用
し
た
「
中
小
企
業
の

海
外
販
路
開
拓
支
援
の
拡

充
」
を
目
的
に
、
同
市
と
財

と
も
に
、
地
域
ご
と
に
住
民

と
対
話
し
な
が
ら
施
策
を
展

開
さ
れ
る
べ
き
と
し
て
い
る
。

■「
施
設
再
生
」の

施
策
展
開
上
の
考
え
方

　

こ
れ
ま
で
の
下
水
道
整
備

に
よ
り
、
整
備
さ
れ
た
膨
大

な
下
水
道
施
設
の
ス
ト
ッ
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
下
水
道

事
業
の
事
業
主
体
で
あ
る
地

方
公
共
団
体
に
と
っ
て
、
急

務
か
つ
重
大
な
課
題
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
増
加
す
る
下
水
道

施
設
の
老
朽
化
を
放
置
す
れ

ば
、
下
水
道
機
能
の
低
下
に

よ
る
ト
イ
レ
の
使
用
制
限
や

浸
水
被
害
の
発
生
、
管
き
ょ

破
損
に
よ
る
道
路
陥
没
事
故

の
発
生
や
非
衛
生
物
質
の
地

中
浸
透
等
々
日
常
生
活
や
環

境
に
与
え
る
影
響
は
重
大
で

あ
る
。

　
「
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
２
１

０
０
」
に
お
け
る
３
つ
の
基

本
方
針
の
中
で「
施
設
再
生
」

で
は
、
下
水
道
施
設
の
新
規

整
備
と
改
築
更
新
（
＝
老
朽

化
し
た
施
設
や
設
備
の
機
能

『
加
入
申
込
に
つ
い
て
』

◎
市
内
金
融
機
関
（
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
直
営
店
及
び
郵
便

局
を
除
く
）
２
月
15
日
㈫
か

ら
３
月
31
日
㈭
ま
で
。

◎
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

及
び
市
役
所
５
階
市
民
総

務
室
で
は
、
２
月
・
３
月
の

予
約
受
付
期
間
と
４
月
以
降

も
常
時
受
付
を
行
っ
て
い
ま

す
。（
な
お
、
市
役
所
５
階

市
民
総
務
室
で
は
、
２
月
26

日
㈯
、
３
月
26
日
㈯
午
前
９

時
〜
正
午
も
受
付
）

◎
就
学
援
助
の
認
定
を
受
け

て
お
ら
れ
る
世
帯
は
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
も
し
く

は
市
役
所
５
階
市
民
総
務
室

で
申
し
出
の
う
え
、
受
付
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
資
格　

市
内
に
居
住
し

住
民
登
録
あ
る
い
は
外
国
人

登
録
を
し
て
い
る
方
。

掛　
　

金　

１
人
に
つ
き
６

０
０
円（
１
年
分
）１
人
１
口

に
限
る
。

共
済
期
間　

平
成
23
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
24
年
３
月
31

日
ま
で
の
１
年
間
。
ま
た
、

会
員
が
共
済
期
間
内
に
市

外
に
転
出
し
て
も
、
平
成
24

年
３
月
31
日
ま
で
は
有
効
で

す
。
な
お
、
途
中
解
約
は
あ

り
ま
せ
ん
。

共
済
見
舞
金
・
入
院
付
加
金
・

死
亡
見
舞
金

死
亡
に
よ
る
見
舞
金
▽
世
帯

主
＝
２
０
０
万
円
、
世
帯
主

以
外
（
単
身
世
帯
を
含
む
）

＝
１
５
０
万
円

入
院
・
通
院
日
数
に
応
じ
た

見
舞
金
等
▽
見
舞
金
＝
１
万

円
〜
20
万
円
、
入
院
付
加
金

＝
10
日
以
上
の
入
院
に
限
り

１
万
円
〜
３
万
円

加
入
資
格　

市
内
に
居
住
し

住
民
登
録
あ
る
い
は
外
国
人

登
録
を
し
て
い
る
世
帯
主
の

方
。
加
入
申
込
書
に
記
載
の

ご
住
所
が
、
住
民
登
録
あ
る

い
は
外
国
人
登
録
を
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
り
、
実
際
に
お

住
ま
い
で
は
な
い
場
合
、
ま

た
は
加
入
者
が
世
帯
主
で
な

い
場
合
、
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

掛　
　

金　

１
世
帯
１
口
６

０
０
円（
１
年
分
）。た
だ
し
、

１
世
帯
３
口
ま
で
加
入
で
き

ま
す
。

共
済
期
間　

交
通
災
害
共
済

と
同
じ
で
す
。
た
だ
し
、
共

済
期
間
内
に
市
外
に
転
出
さ

れ
た
場
合
は
、
資
格
が
な
く

な
り
ま
す
。
な
お
、
途
中
解

約
は
あ
り
ま
せ
ん
。

共
済
見
舞
金
・
死
亡
弔
慰
金

（
一
口
あ
た
り
）

被
害
に
応
じ
た
見
舞
金
＝

２
万
円
〜
１
５
０
万
円

死
亡
弔
慰
金
＝
１
人
１
０
０

万
円

※
生
活
保
護
を
受
け
て
お
ら

れ
る
方
は
、
平
成
23
年
３
月

末
頃
に
福
祉
事
務
所
が
発
送

す
る
書
類
に
同
封
し
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

【
問
合
先
】
市
民
生
活
部 

市

民
総
務
室 

☎
０
６
・
４
３
０

９
・
３
１
５
８

　

本
市
で
は
、平
成
23
年
度
の
市
民
交
通
災
害
共
済
・

火
災
共
済
の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

万
一
に
備
え
て

加
入
し
ま
し
ょ
う

〝
市
民
交
通
災
害
共
済
・
火
災
共
済
〟に
加
入
を
！

一
年
間
の
大
き
な
安
心
！

２
月
15
日
㈫
か
ら
、
市
内
金
融
機
関
・
各
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
及
び
市
役
所
５
階
市
民
総
務
室
で
予
約
受
付
開
始

【
交
通
災
害
共
済
】

【
火
災
共
済
】

東大阪市

平
成
23
年
度

定
し
、
平
成
17
年
度
よ
り
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。
実
施

計
画
で
は
、
既
存
施
設
の
流

下
能
力
更
新
に
加
え
、
平
成

４
年
度
に
策
定
し
た
「
雨
水

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
計
画
」
を

考
慮
す
る
こ
と
で
、
浸
水
解

消
の
機
能
向
上
を
図
っ
て
い

る
。
ま
た
、
施
設
整
備
の
際

に
は
、
耐
震
化
を
行
う
こ
と

で
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の

安
全
確
保
に
も
努
め
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
改
築
更
新
を
お
こ

な
っ
た
施
設
は
約
２
㎞
に
及

ん
で
い
る
。

■
お
わ
り
に

　

改
築
更
新
事
業
は
、
供
用

中
の
施
設
を
工
事
す
る
た
め
、

住
民
生
活
に
影
響
を
与
え
る

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
伴

う
。
下
水
道
の
機
能
を
適
正

に
維
持
管
理
し
て
い
く
た
め

に
は
、
住
民
の
理
解
と
協
力

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、

改
築
更
新
事
業
の
重
要
性
に

つ
い
て
、
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
継

続
的
に
訴
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

　

ま
た
、
下
水
道
施
設
の
再

構
築
は
、
長
期
間
に
わ
た
る

だ
け
で
な
く
膨
大
な
費
用
が

か
か
る
。
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
で
、
下
水
道
サ
ー
ビ
ス

を
安
定
的
に
確
保
す
る
た
め
、

市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
効
率

的
な
事
業
推
進
が
必
要
で
あ

る
。
適
正
な
維
持
管
理
と
再

構
築
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
、

施
設
の
特
性
と
現
状
を
的
確

に
把
握
し
、
こ
れ
ま
で
蓄
積

し
て
き
た
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
か
し
た
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
構
築
に
努
め
た

い
。

東
大
阪
市
に
お
け
る
「
施
設
再
生
」

東
大
阪
市
の 

下
水
道
事
業

を
回
復
さ
せ
る
た
め
、
再
建

設
や
取
り
替
え
を
行
う
こ

と
）
を
一
体
的
に
捉
え
、
施

設
の
改
築
更
新
の
際
は
、
下

水
道
の
施
設
機
能
の
高
度
化

や
多
目
的
利
用
な
ど
新
た
な

社
会
要
請
に
も
応
え
る
、
持

続
的
な
施
設
機
能
の
更
新
を

実
現
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
そ
し
て
施
策
展
開
上
の

視
点
と
し
て
、
根
幹
的
な
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
一
つ
と
し
て

下
水
道
施
設
の
地
震
対
策
や

事
故
防
止
、
安
全
な
地
域
づ

く
り
に
貢
献
す
る
「
安
全
確

保
」、
下
水
道
施
設
の
多
目

的
利
用
等
を
図
る
「
施
設
活

用
」、
安
定
的
か
つ
効
率
的

な
機
能
提
供
・
事
業
運
営
を

図
る
「
機
能
向
上
」
の
３
つ

を
あ
げ
て
い
る
。

■
東
大
阪
市
に
お
け
る

「
施
設
再
生
」

　

本
市
は
昭
和
24
年
に
下
水

道
事
業
に
着
手
し
、
以
来

供
用
50
年
を
経
過
す
る
施
設

が
約
10
㎞
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

今
後
に
お
い
て
も
老
朽
管
き

ょ
は
増
大
す
る
た
め
、
施
設

の
改
築
更
新
事
業
が
必
要
な

状
況
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

た
め
、
早
期
に
下
水
道
事
業

に
着
手
し
た
大
阪
市
に
隣
接

す
る
西
部
排
水
区
約
８
０
０

ha
に
お
い
て
、
平
成
16
年
度

に
老
朽
化
し
た
管
き
ょ
の
状

況
を
把
握
す
る
た
め
、
特
に

診
断
が
必
要
な
路
線
を
抽
出

し
、
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
調
査
と

目
視
調
査
を
実
施
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
管
き
ょ
の
状
況
デ

ー
タ
を
も
と
に
診
断
を
行
い
、

計
画
的
に
改
築
更
新
事
業
を

行
う
た
め
の
実
施
計
画
を
策

■
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン２

１
０
０

　

国
土
交
通
省
都
市
・
地
域

整
備
局
下
水
道
部
は
、
平
成

18
年
９
月
「
下
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
２
１
０
０
」
を
と
り
ま
と

め
た
。
こ
の
報
告
書
は
「
健

全
な
水
循
環
と
資
源
循
環
」

を
創
出
す
る
21
世
紀
型
下
水

道
を
実
現
さ
せ
る
た
め
〝
循

環
の
み
ち
〟
を
基
本
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
、
下
水
道
の
こ
れ

か
ら
１
０
０
年
の
将
来
像
と
、

そ
れ
を
実
現
す
る
様
々
な
ア

イ
デ
ア
を
示
し
て
い
る
。
そ

団
法
人
東
大
阪
市
中
小
企
業

振
興
会
、
日
本
貿
易
振
興
機

構（
ジ
ェ
ト
ロ
）大
阪
本
部
の

共
同
で
開
催
さ
れ
た
。
海
外

販
路
開
拓
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

で
あ
る
ジ
ェ
ト
ロ
と
共
同
で

海
外
バ
イ
ヤ
ー
を
招
き
、
海

外
へ
の
販
路
開
拓
に
関
心
の

あ
る
市
内
製
造
業
の
輸
出
実

現
を
目
指
す
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
に

先
立
っ
て
海
外
バ
イ
ヤ
ー
７

社
と
ジ
ェ
ト
ロ
関
係
者
約
10

人
が
市
役
所
を
訪
れ
、
野
田

市
長
に
会
社
の
説
明
や
商
談

成
立
に
向
け
て
の
意
気
込
み

な
ど
を
熱
く
語
っ
た
。
市
長

は
「
市
内
に
は
６
０
０
０
を

超
え
る
事
業
所
が
あ
り
ま
す
。

商
談
が
互
い
の
販
路
拡
大
に

つ
な
が
り
す
ば
ら
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
な
れ
ば
」

と
話
し
て
い
た
。

　

商
談
会
会
場
に
は
、
音
響

機
器
や
医
療
用
測
定
機
器
、

電
子
部
品
、
家
電
な
ど
多
岐

に
渡
る
産
業
分
野
か
ら
メ
ー

カ
ー
企
業
と
販
売
先
と
を
結

ぶ
〝
販
売
の
プ
ロ
〟
で
あ
る

ア
メ
リ
カ
の
セ
ー
ル
ス
レ
ッ

プ
５
社
と
在
日
外
資
系
企
業

２
社
が
ブ
ー
ス
を
設
け
、
バ

イ
ヤ
ー
が
求
め
る
産
業
分
野

を
得
意
と
す
る
市
内
企
業
15

社
が
１
回
あ
た
り
約
１
時
間

の
商
談
を
行
っ
た
。

海
外
バ
イ
ヤ
ー
と
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

海
外
バ
イ
ヤ
ー
商
談
会
＠
東
大
阪

　

東
大
阪
市
西
消
防
署
（
同

市
御
厨
栄
町
３
、
村
井
哲
司

署
長
）
で
こ
の
ほ
ど
、
同
市

荒
川
１
丁
目
で
発
生
し
た
一

般
建
物
火
災
で
、
付
近
の
住

民
が
通
報
、
初
期
消
火
な
ど

を
行
い
延
焼
を
食
い
止
め
た

と
し
て
、
同
市
荒
川
１
に
住

む
内
本
一か

ず
ひ
ろ博
さ
ん（
63
）に
村

井
署
長
が
感
謝
状
を
贈
呈
し

た
。（
写
真
）

　

内
本
さ
ん
の
他
に
感
謝
状

が
贈
ら
れ
た
の
は
、
清
水
栄

子
さ
ん（
荒
川
１
、
53
）。
火

災
現
場
の
近
所
に
住
む
清
水

さ
ん
が
、
家
の
周
囲
で
焦
げ

た
よ
う
な
臭
い
を
感
じ
て
臭

い
の
元
を
探
し
て
い
る
と
、

火
元
宅
か
ら
「
空
気
が
汚
れ

て
い
る
の
で
換
気
し
て
く
だ

さ
い
」
と
い
う
警
報
音
が
聞

こ
え
て
き
た
。
清
水
さ
ん
は

火
元
宅
を
訪
ね
て
「
火
事

　

市
有
地
を
一
般
競
争
入
札

で
売
り
払
い
ま
す
。
入
札
を

希
望
す
る
方
は
現
場
説
明
会

に
参
加
の
う
え
、
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

【
入
札
の
と
き
】
３
月
11
日

㈮
午
前
10
時
か
ら

【
申
し
込
み
】
２
月
24
日
㈭

〜
３
月
９
日
㈬
に
直
接

※
案
内
書
は
管
財
課
で
の
配

布
。
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
。入
札
参
加
資
格
な
ど
、

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
現
場
説
明
会
】
入
札
に
あ

た
り
、
２
月
23
日
㈬
に
現
場

説
明
会
を
行
い
ま
す
。
開
始

時
間
な
ど
は
下
記
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
お
問
合
わ
せ
】

管
財
課　

☎（
０
６
）４
３
０

９
・
３
１
２
５　

FAX（
０
６
）

４
３
０
９
・
３
８
２
０

物
件
及
び

現
場
説
明
会
の
開
始
時
間

●
稲
葉
一
丁
目
７
１
０
番
15

（
宅
地
）
９
８
０
９
・
31
㎡

説
明
会
▽
午
前
10
時

●
御
厨
中
一
丁
目
３
１
６
番

28
（
宅
地
）
１
０
６
６
・
20

㎡説
明
会
▽
午
後
１
時
30
分

●
中
小
阪
一
丁
目
６
４
７
番

１
（
宅
地
）
４
０
５
・
67
㎡

説
明
会
▽
午
後
３
時

●
長
瀬
町
一
丁
目
１
０
３
５

番
３
（
宅
地
）
74
・
73
㎡

説
明
会
▽
午
後
４
時
30
分

市
有
地
の
売
り
払
い
東大阪市

一
般
競
争
入
札

の
中
で
「
循
環
の
み
ち
」
を

支
え
る
「
水
の
み
ち
」「
資

源
の
み
ち
」「
施
設
再
生
」と

い
っ
た
３
つ
の
基
本
方
針
が

示
さ
れ
て
い
る
。「
水
の
み

ち
」
で
は
、
水
が
本
来
有
す

る
様
々
な
機
能
を
活
か
す
水

循
環
の
健
全
化
に
向
け
た
水

再
生
・
利
活
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
創
出
す
べ
き
と
し
、
ま

た
「
資
源
の
み
ち
」
で
は
、

将
来
の
資
源
枯
渇
や
地
球
温

暖
化
防
止
等
に
向
け
て
資
源

回
収
・
供
給
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
創
出
す
べ
き
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
「
施
設
再
生
」
は
、

こ
れ
ら
２
つ
の
「
み
ち
」
の

実
現
を
持
続
的
に
支
え
、
新

た
な
社
会
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

下
水
道
（「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ

ル
下
水
道
」）
を
実
現
す
べ

き
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
基

本
方
針
ご
と
に
多
様
な
施
策

を
具
体
的
に
提
示
す
る
と
と

じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
と
声
を

か
け
た
が
、
住
人
は
「
何
も

な
い
で
す
」
と
言
っ
て
扉
を

閉
め
た
と
い
う
。
し
か
し
一

緒
に
い
た
内
本
さ
ん
は
「
こ

れ
は
火
事
だ
」
と
思
い
、
す

ぐ
に
火
元
宅
に
飛
び
込
ん
で

住
人
に
避
難
を
促
し
た
。
家

の
奥
で
炎
が
上
が
っ
て
い
る

の
を
確
認
し
た
内
本
さ
ん
は

清
水
さ
ん
ら
と
協
力
し
、
バ

ケ
ツ
な
ど
を
使
っ
て
初
期
消

火
を
行
っ
た
。
当
時
、
初

期
消
火
が
な
け
れ
ば
延
焼
拡

大
に
よ
る
多
大
な
被
害
が
予

想
さ
れ
、
ま
た
火
元
宅
の
居

住
者
が
高
齢
者
で
あ
っ
た
た

め
、
命
の
危
険
も
危
惧
さ
れ

た
。

　

西
消
防
署
で
は
、
２
人
に

よ
る
一
連
の
行
動
が
被
害
を

最
小
限
に
と
ど
め
た
こ
と
か

ら
、
同
市
消
防
表
彰
規
則
第

２
条
第
２
項
第
１
号
に
該
当

す
る
と
し
て
感
謝
状
の
贈
呈

を
決
定
し
た
。

　

贈
呈
式
に
は
、
内
本
さ
ん

が
出
席
。
村
井
署
長
が
「
初

期
消
火
や
避
難
誘
導
な
ど
、

被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
て

い
た
だ
け
て
感
謝
し
て
い
ま

す
」
と
称
え
た
。
内
本
さ
ん

は
「
７
〜
８
年
前
に
も
家
の

近
く
で
大
き
な
火
事
が
あ
っ

た
の
を
思
い
出
し
、
炎
の
広

が
り
を
防
げ
れ
ば
と
思
い
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
晴
れ
が

ま
し
い
感
謝
状
を
い
た
だ
い

て
大
変
あ
り
が
た
く
思
っ
て

い
ま
す
」
と
話
し
た
。

　

同
市
で
は
、
平
成
23
年
に

入
り
火
災
に
よ
る
焼
死
事
故

が
多
発
し
、
す
で
に
５
人
が

死
亡
（
１
月
21
日
現
在
、
昨

年
は
１
年
間
で
２
人
）
し
、

そ
の
う
ち
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
が
４
人
を
占
め
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
火
災

か
ら
の
市
民
の
尊
い
生
命
を

守
る
た
め
「
焼
死
事
故
防
止

対
策
本
部
」
を
同
市
消
防
局

に
設
置
し
、
ひ
と
り
暮
ら
し

の
高
齢
者
宅
を
直
接
訪
問
し

て
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す

る
な
ど
、
焼
死
事
故
の
防
止

の
対
策
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
る
。　

延
焼
を
防
い
だ
協
力
者

内
本
さ
ん
に
感
謝
状

東
大
阪
西
消
防
署老朽管の撤去状況



　

１
月
30
日
、
八
尾
市
文
化

会
館
プ
リ
ズ
ム
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
今
年
４
月
に
行
わ
れ

る
八
尾
市
議
会
議
員
選
挙
に

立
候
補
予
定
の
黒
木
の
ぶ
ひ

ろ
氏
（
35
）
の
決
起
集
会
が

開
催
さ
れ
、
１
０
０
人
を
超

え
る
市
民
が
集
っ
た
。
中
野

隆
司
大
阪
府
議
会
議
員
ら
が

応
援
に
駆
け
付
け
た
。

　

黒
木
氏
は
「
本
来
、
政
治

と
は
経
済
よ
り
も
数
歩
前
を

進
み
、
世
の
中
に
希
望
を
も

た
ら
す
も
の
。
し
か
し
な
が

ら
、
現
状
は
、
逆
に
経
済
よ

り
も
後
退
し
、
多
く
の
不
安

を
市
民
に
与
え
て
し
ま
っ
て

い
る
。
ま
ず
そ
の
不
安
を
希

望
に
変
え
た
い
」
と
決
意
表

明
し
た
。

　

元
衆
議
院
議
員
公
設
秘
書

と
し
て
の
経
験
と
35
歳
の
若

さ
で
八
尾
市
政
に
新
風
を
吹

き
込
も
う
と
し
て
い
る
。
八

尾
か
ら
大
阪
さ
ら
に
は
日
本

を
よ
く
し
た
い
と
い
う
熱
い

思
い
に
満
ち
て
い
た
。

難
し
い
時
代
に
考
え
る
、

人
間
関
係
の
作
り
方

老
弁
護
士
の
散

河
内
国
一
之
宮
、枚
岡
神
社
を
訪
ね
る

弁
護
士　

忠
海
弘
一

老
弁
護
士
の
散
歩
道
【　

】
２

河
内
国
一
之
宮
、枚
岡
神
社
を
訪
ね
る

　

春
が
近
く
な
っ
て
き
た
。
蕪
村
の
句
を
思
い
出
し
た
。「
菜

の
花
や
月
は
東
に
日
は
西
に
」。
ま
だ
ま
だ
記
憶
は
確
か
と
寝

床
で
安
堵
す
る
。

　

歳
を
重
ね
る
と
何
か
と
手
間
の
掛
か
る
も
の
で
あ
る
。
起

き
上
が
り
表
に
出
る
。
猫
の
額
ほ
ど
の
庭
に
梅
の
木
が
一
本

あ
る
。
建
て
売
り
住
宅
で
あ
る
が
、
初
め
か
ら
あ
っ
た
。
猿

滑
り
の
木
も
あ
っ
た
が
、
こ
ち
ら
は
切
ら
れ
コ
ン
テ
ナ
ー
菜

園
に
な
っ
た
。梅
に
は
蕾
が
多
数
と
花
は
一
輪
の
み
。ど
う
も
、

も
の
足
り
な
い
。
そ
う
だ
、
今
日
は
節
分
祭
で
あ
る
。
梅
林

の
あ
る
枚
岡
神
社
が
駅
の
近
く
に
あ
る
の
で
行
き
や
す
い
。

　

し
か
し
、調
べ
る
と
夕
刻
か
ら
の
神
事
と
い
う
。仕
方
な
く
、

明
る
い
間
は
事
務
所
で
暇
つ
ぶ
し
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
制
作

を
し
て
、
よ
う
や
く
陽
が
傾
い
た
の
で
出
発
。
着
い
た
先
は
、

河
内
国
一
之
宮
、
枚
岡
神
社
。
午
後
五
時
か
ら
節
分
祭
の
神

事
が
執
り
行
わ
れ
る
。

　

本
殿
で
は
巫
女
さ
ん
二
人
が
小
太
刀
を
手
に
邪
気
を
払
い

舞
う
。
周
り
の
神
木
か
ら
は
霊
気
が
迫
り
く
る
。
神
官
が
祝

詞
を
陳
べ
る
。

　

若
い
神
官
に
闇
で
行
わ
れ
る
意
義
を
問
う
た
。
答
え
は
こ

う
だ
。
幾
ら
か
の
変
遷
が
あ
っ
て
、
あ
る
時
代
の
形
が
残
っ

た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
古
代
の
儀
式
が
残
っ
て

い
る
の
か
と
納
得
す
る
。
変
に
理
屈
を
こ
ね
る
よ
り
説
得
力

が
あ
る
。
歴
史
の
重
み
と
は
こ
の
様
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

本
殿
の
右
を
回
り
梅
林
に
行
く
と
、
日
は
沈
み
、
大
阪
平

野
の
地
平
線
の
薄
赤
の
雲
が
輝
い
て
い
た
。
さ
て
と
、
梅
の

枝
を
見
る
の
が
早
す
ぎ
た
。
つ
ぼ
み
は
固
い
。
今
年
は
寒
い
。

花
は
断
念
し
て
本
殿
に
戻
る
。
天
の
岩
戸
を
笑
い
に
よ
り
開

か
れ
た
天
児
屋
根
命
様
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
笑
福
守
を
承
け

て
帰
宅
し
た
。
混
乱
の
世
相
を
笑
い
飛
ば
し
て
元
気
回
復
と

祈
願
し
た
。

代表取締役会長　松茂良 興治さん

夢を語る松茂良興治さん
　

今
、
企
業
経
営
者
と
し
て

力
を
入
れ
て
い
る
の
が
水
の

ろ
過
フ
ィ
ル
タ
ー
だ
。
商
品

名
は「
ロ
ハ
ス
フ
ィ
ル
タ
ー
」

と
い
う
東
大
阪
ブ
ラ
ン
ド
認

定
製
品
。
特
殊
紙
を
２
０
０

枚
以
上
重
ね
合
わ
せ
た
こ
の

「
ロ
ハ
ス
フ
ィ
ル
タ
ー
」に
濁

水
を
通
す
だ
け
で
、
き
れ
い

な
水
に
変
わ
る
。
１
つ
の
大

き
さ
は
直
径
60
㎜
×
厚
み
20

㎜
。
特
徴
は
３
つ
あ
る
。
①

災
害
時
や
山
奥
、
被
災
地
な

ど
で
も
電
気
を
使
わ
ず
水
質

改
善
が
で
き
る
。
②
素
材
が

紙
な
の
で
、
ろ
過
後
も
簡
単

に
ゴ
ミ
処
理
が
で
き
る
。
③

水
10
ℓ
に
対
し
て
２
個
で
約

10
回
使
用
で
き
、経
済
的
。友

人
の
貿
易
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

門
脇
孝
治
さ
ん（
51
）の
協
力

を
得
て
、
ケ
ニ
ア
始
め
発
展

途
上
国
に
持
っ
て
行
き
、
水

質
浄
化
を
し
よ
う
と
具
体
的

に
取
り
組
み
始
め
て
い
る
。

　

国
内
で
は
既
に
ロ
ハ
ス
フ

ィ
ル
タ
ー
油
濾
過
器
と
い
う

製
品
を
販
売
し
て
い
る
。
が

ん
こ
曾
根
崎
本
店
始
め
多
く

の
料
理
店
で
使
わ
れ
て
お
り
、

大
幅
な
経
費
節
減
に
よ
っ
て

喜
ば
れ
て
い
る
。

　

企
業
経
営
者
と
僧
侶
の
二
足
の
草
鞋
を

履
き
、
世
の
た
め
、
人
の
た
め
に
休
む
こ

と
な
く
毎
日
動
い
て
い
る
人
が
八
尾
に
い

る
。
マ
ツ
モ
ラ
産
業
株
式
会
社
の
代
表
取

締
役
会
長
、
松
茂
良
興
治
さ
ん
（
71
）が
そ

の
人
だ
。
理
学
博
士
、
心
理
学
博
士
で
も

あ
り
、
人
間
的
深
さ
を
持
っ
て
い
る
。

好評を得ているロハスフィ
ルター油濾過器

　

会
社
の
隣
に
三
寶
興
誠
院

を
自
ら
作
り
、
地
域
住
民
に

喜
ば
れ
て
い
る
。
ご
本
尊
は

さ
す
り
地
蔵
尊
。
そ
の
横
に

水
か
け
不
動
明
王
、
文
殊
菩

薩
、戎
・
大
黒
、一
願
不
動
明

王
、生
駒
聖
天
、三
輪
明
神
が

祭
ら
れ
て
い
る
。
十
三
重
塔

ま
で
あ
る
か
ら
驚
き
だ
。
僧

名
は
興
真
。
毎
月
第
三
日
曜

に
祈
願
祈
祷
を
行
っ
て
い
る
。 　

ま
た
、
さ
す
り
地
蔵
尊
の

前
に
「
治
」「
活
」「
気
」
と

い
う
黄
色
い
文
字
を
彫
り
込

ん
だ
朱
色
の
六
角
形
板
を
作

り
、
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
板

に
触
れ
る
と
大
き
な
力
を
宇

宙
か
ら
得
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
。

　

只
今『
生
き
る
』と
い
う
題

で
本
の
執
筆
を
進
め
て
い
る
。

人
間
は
い
か
に
生
き
る
べ
き

か
を
根
本
的
に
考
え
る
た
め

の
本
。
ド
ニ
エ
プ
ル
出
版
か

ら
発
行
さ
れ
る
予
定
。
全
国

主
要
書
店
で
発
売
さ
れ
る
。

世のため、人のために休むことなく毎日動く
マツモラ産業株式会社

決意表明する黒木のぶひろ氏

黒
木
の
ぶ
ひ
ろ
氏
の

決
起
集
会
が
開
催

八
尾
市
文
化
会
館
プ
リ
ズ
ム
ホ
ー
ル
で

　

時
代
の
流
れ
が
は
や
く
、

価
値
観
が
多
様
化
し
た
現
在
、

人
間
関
係
の
作
り
方
が
難
し

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
ど
う

ず
れ
ば
人
間
関
係
が
上
手
に

作
れ
る
の
か
、
多
く
の
人
が

悩
ん
で
い
る
。

　
『
い
っ
ち
ょ
か
み
教
師

−

八
方
破
れ
教
育
論

−

』（
ド

ニ
エ
プ
ル
出
版
）
で
著
名
な

松
本
又
三
先
生
の
「
人
間
関

係
講
演
会
」
が
開
催
さ
れ
る
。

人
間
関
係
の
作
り
方
の
ヒ
ン

ト
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

黒
木
の
ぶ
ひ
ろ
を
励
ま
す

会
が
、
３
月
21
日
午
後
７
時

よ
り
八
尾
市
文
化
会
館
プ
リ

ズ
ム
ホ
ー
ル
で
予
定
さ
れ
て

い
る
。

　

東
大
阪
市
倫
理
法
人
会
主

催
の
倫
理
経
営
講
演
会
が
、

１
月
22
日
、
東
大
阪
市
立
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
イ

コ
ー
ラ
ム
」
で
行
わ
れ
た
。

　

菅
田
徹
也
東
大
阪
市
倫
理

法
人
会
会
長（
44
）の
挨
拶
か

ら
始
ま
っ
た
講
演
会
は
、
め

ば
え
幼
児
才
能
学
園
の
朝
礼

実
演
と
家
庭
力
を
テ
ー
マ
に

し
た
講
演
の
二
部
構
成
で
進

め
ら
れ
た
。

　

こ
の
３
月
で
25
周
年
を
迎

え
る
め
ば
え
幼
児
才
能
学
園

は
、
教
師
自
身
で
考
え
発
表

す
る
こ
と
を
大
切
に
し
た
朝

礼
を
実
演
。
普
段
で
は
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
朝
礼
風
景

を
見
る
こ
と
が
で
き
、
参
加

者
は
喜
ん
で
い
た
。

　

後
半
は
「
ト
ッ
プ
を
支
え

る
家
庭
力
！
」を
テ
ー
マ
に

東
大
阪
市
倫
理
法
人
会
主
催
の

倫
理
経
営
講
演
会
が
開
催

　

主
催
は
文
化
創
造
倶
楽
部
。

本
紙
八
尾
柏
原
支
社
が
後
援
。

日
時
は
２
月
28
日
午
後
２
時

〜
４
時
、
会
場
は
南
山
本
ふ

れ
あ
い
広
場
（
八
尾
市
山
本

町
南
７

−

５

−

26
、
山
本

球
場
か
ら
西
へ
徒
歩
１
分
）。

参
加
費
は
、
お
い
し
い
コ
ー

ヒ
ー
付
き
で
五
百
円
。

　

問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み

は
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
７
２

・
９
９
３
・
２
０
３
７
）
で
本

紙
八
尾
柏
原
支
社
へ
。

人
間
関
係
講
演
会

松
本
又
三
先
生
を
招
い
て

松
本
真
志
九
州
・
沖
縄
方
面

副
方
面
長（
40
）が
講
演
。
自

身
の
体
験
を
交
え
な
が
ら
、

朝
礼
の
大
切
さ
や
家
族
と
向

き
合
う
こ
と
で
得
た
力
の
話

を
し
た
。
講
演
を
聞
い
た
参

加
者
の
多
く
は
、
家
庭
に
帰

っ
て
実
践
し
よ
う
と
意
気
込

ん
で
い
た
。

め
ば
え
幼
児
才
能
学
園
の

朝
礼
実
演
風
景

若
ご
ぼ
う
の
出
荷
作
業
を

行
う
西
尾
嘉
美
さ
ん（
一

番
奥
）と
家
族

　

ほ
の
か
な
苦
味
と
し
ゃ
き

し
ゃ
き
と
し
た
独
特
の
食
感

で
、
食
卓
に
春
の
訪
れ
を
告

げ
る
野
菜
と
し
て
知
ら
れ
る

八
尾
市
の
特
産
「
八
尾
若
ご

ぼ
う
」
の
出
荷
が
始
ま
っ
た
。

　

若
ご
ぼ
う
は
出
荷
の
際
、

矢
の
よ
う
な
形
に
束
ね
る
こ

と
か
ら
「
や
ー
ご
ん
ぼ
」
と

も
呼
ば
れ
、
昔
か
ら
春
の
訪

れ
を
告
げ
る
野
菜
と
し
て
親

し
ま
れ
て
き
た
。
根
を
利
用

す
る
普
通
の
ご
ぼ
う
と
は
別

の
品
種
で
、軸
（
葉
柄
、茎
の

よ
う
な
部
分
）や
根
、葉
ま
で

も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
。

　

八
尾
若
ご
ぼ
う
は
、
南
高

安
地
区
を
中
心
に
約
１
０
０

軒
の
農
家
が
栽
培
し
て
い

る
。
同
市
の
収
穫
量
は
年
間

３
０
０
ト
ン
を
超
え
、
府
下

第
１
位
、
府
全
体
の
約
７
割

を
占
め
、
全
国
で
も
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
を
誇
る
。

　

出
荷
作
業
は
、
１
月
下
旬

か
ら
４
月
上
旬
ま
で
続
け
ら

れ
る
。
出
荷
の
ピ
ー
ク
は
３

月
中
旬
頃
。
府
内
の
ス
ー
パ

ー
な
ど
で
一
束
（
約
５
０
０

～
６
０
０
ｇ 

）
３
０
０
円

か
ら
４
０
０
円
程
度
で
販
売

さ
れ
る
。

　

市
内
に
あ
る
畑
で
、
若
ご

ぼ
う
な
ど
を
栽
培
し
て
い
る

西
尾
嘉
美
さ
ん
（
教
興
寺
７
、

60
）
は
「
栄
養
価
も
食
物
繊

維
も
豊
富
で
お
い
し
い
八
尾

の
若
ご
ぼ
う
を
た
く
さ
ん

の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。

個
人
的
に
は
天
ぷ
ら
に
し
て

食
べ
る
の
が
一
番
」
と
話
す
。

す
べ
て
食
べ
ら
れ
栄
養
満
点
!!

八
尾
特
産
「
八
尾
若
ご
ぼ
う
」

出
荷
始
ま
る

ロ
ハ
ス
フ
ィ
ル
タ
ー
油
濾
過

器
の
内
容
物
。
ロ
ハ
ス
フ
ィ

ル
タ
ー（
左
）を
使
え
ば
、
水

で
も
油
で
も
浄
化
で
き
る


